


館林美術館 かこさとしの世界展　チラシ裏  20220816

『かわ』  1962年  福音館書店

『出発進行！里山トロッコ列車』  2016年  偕成社

切手コラージュのモナ・リザ  1992年

『だるまちゃんとてんぐちゃん』 1967年  福音館書店

ぶんぶくちゃがま  (かこさとしあそびの大惑星5  こびととおとぎのくにのあそび より） 1991年 

〒374-0076 群馬県館林市日向町2003 
tel.0276-72-8188（代表）  fax.0276-72-8338
http://www.gmat.pref.gunma.jp/

インフォメーション     ＊詳細は各館HPをご覧ください。
■ 群馬県立近代美術館 （tel.027-346-5560）
    「理想の書物 －英国19世紀挿絵本からプライヴェート･プレスの世界へ－」
   9月17日（土）～11月13日（日）
■ 足利市立美術館 （tel.0284-43-3131）
    「川島理一郎展」  10月29日（土）～12月25日(日)
■ 館林市第一資料館 （tel.0276-74-4111）
   館林市立資料館特別展 「徳川ゆかりの道－日光脇往還をゆく」
   10月1日(土)～11月23日(水・祝)

■ 記念講演会 ①  「かこさとしの世界」
　 11/6（日）  14:00～15:30  [要申込・先着50名] ★
　講師： 鈴木万里氏 （加古総合研究所代表・かこさとし長女）
■ 記念講演会 ②  「かこ先生と絵本と鳥の巣の不思議」
　11/26（土）  14:00～16:00  [要申込・先着50名] ★
　講師： 鈴木まもる氏 (絵本作家・鳥の巣研究家)
■ たてび☆びじゅつ部 「自分だけのだるまちゃんをつくろう」
　10/29(土)、12/3(土)  各日13:30～15:30
　[要申込・各日先着18組・別館ワークショップ室]
　＊小学3年生以下は保護者の付き添いが必要です
■ 学芸員による作品解説会
　10/26（水）、12/10（土）  各日14:00～（約40分）
　[申込不要・先着50名] ★
■ たてび☆キッズウォーク  ＊参加記念品付き
　10/22（土）、11/19（土）、12/17（土）  各日13:00～15:30
    [申込不要・小中学生対象・展示室]
　＊自由な時間に参加できます
■ ポンポン・ツアー  ＊参加記念品付き
　11/13（日）  14:00～14:30  [申込不要・先着50名] ★   

【同時開催】  特集展示 「フランソワ・ポンポン」
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［会期中のイベント］
● イベントは、新型コロナウイルスの感染拡大防止
   のため、状況に応じて変更になることがあります。
● 各事業の詳細・申込方法は、HPをご覧いただくか、
   直接お問い合わせください。
    http://www.gmat.pref.gunma.jp/
● イベントは全て無料です。  ★のイベントは講堂での開催となります。

日本を代表する絵本作家であるかこさとしは、32歳の時に
最初の絵本『だむのおじさんたち』（1959年 福音館書店）
を出版して以来、「だるまちゃん」シリーズ、「からすのパンや
さん」シリーズといった物語絵本から、『かわ』、『地球』、
『海』といった科学絵本、美術や歴史の絵本にいたるまで
多岐にわたる著作を生み、現在でも子どもたちをはじめ
多くの人々に親しまれています。
19歳で終戦を迎え、自らの生きる意味を見失っていたかこ
は、児童演劇を通して子どもたちとふれあい、これからを
生きる子どもたちの役に立つことに希望を見出します。こう
した姿勢は、かこの絵本制作の原動力になりました。
本展では、かこが少年時代に描いた絵や、創作の礎となっ
たセツルメント（ボランティア福祉活動）時代の紙芝居、
これまで発表されることのなかった絵本の原画や下絵など
の貴重な作品と資料が一堂に会するとともに、群馬県や
館林にゆかりのあるモチーフを描いた作品も特別展示し
ます。長きにわたるその創作の軌跡を辿りながら、かこが
どんな想いで子どもたちと向き合い、絵を描き、絵本を
作ってきたのかをひもときます。

  © Kako Research Institute Ltd. 

加古里子  かこ さとし
1926年、現在の福井県越前市に生ま
れる。東京大学工学部応用化学科
卒業。工学博士。技術士（化学）。児童
文化の研究者でもあり、出版を中心に
幅広く活躍した。作品は「だるまちゃん」
シリーズ、『からすのパンやさん』、『は
ははのはなし』、『うつくしい絵』、『とこ
ちゃんはどこ』、『伝承遊び考』など600
点余。2008年菊池寛賞受賞、2009年
日本化学会より特別功労賞を受賞。
2018年逝去。享年92歳。

自画像 （油彩画） 1948年

  交通案内

◎車       東北自動車道 館林I.C.から約9㎞、北関東自動車道 太田桐生I.C.から約15㎞
◎電車  東武伊勢崎線 多 良々駅から約1.2㎞（徒歩20分）
　　　  東武伊勢崎線 館林駅から約4㎞（東口よりタクシー10分）
◎バス   館林駅西口から多 良々巡回線バス、往路30分、復路15分。 バス停「県立館林
                美術館前」からすぐ、またはバス停「多 良々公民館南」から徒歩15分。

  東京都内からのご案内 

◎浅草駅（東京メトロ銀座線、都営地下鉄浅草線）または北千住駅（JR常磐線、
   東京メトロ日比谷線・千代田線・半蔵門線、つくばエクスプレス）から東武スカイ
   ツリーライン・伊勢崎線をご利用ください。
    特急「りょうもう」の場合、浅草駅（北千住経由）～館林駅の所要時間は約60分。
◎JR宇都宮線ご利用の場合は、久喜駅で東武伊勢崎線に乗り換え。
     久喜駅～館林駅の所要時間は約30分。

『からすのパンやさん』 1973年  偕成社
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